
比噛的認識と場所イメージ

内田ＩＩ項文

はじめに

我々は日常生活の中で，たえず外部の世界を認識し，またそれを伝達するため

に表現している。そのなかには，毎日見慣れた外界の対象を再度認識する場合も

あれば，まったく初めての対象と出会う場合もあろう。おそらく，多くの場合の

認識や表現は，ある種の制約に従う慣習的なものになるだろうし，あるいは常識

を打ち破った独創的な方法がとられるかもしれない。筆者はさきに場所イメージ

にかかわる概念的な研究の枠組みについて考え，場所イメージの記号化に関連す
（い

るものの－つとして比嶮的認識のあることを紹介した。そこで示したように，比

楡が人の「ものの見方」と密接に関係していることから，場所に対する比楡的な

認識とその表現は，世界観・環境観などを包含した地理的イメージの核心部分に

も迫り得るものであると思われる。本稿は，我々の日常生活における外界（環境）

の理解に際して，場所に対する比瞼的な認識が重要な役割を果たしており，場所

イメージの記号化を促進する一因となっていることを明らかにする。

比嶮（比愉表現）を扱う学問として，レトリック（rhetoric：修辞学）がある。

古代・中世を通じて，天文学・哲学・詩学などと並ぶ重要な学問であったレトリ

ックは，今世紀に入ると急速に忘れ去られ衰退した。それはレトリックが単なる

美文や巧言の技法とみなされ，その社会に対する重要性が著しく低くなったから

であるが，最近になって，レトリックを言表の想像性あるいは発見的認識との関
（２）

係から捉え直してみようとする立場が現れ，新しし､論議を展開している。本稿も，

まさにこれらと同じ考えに基づいて，比楡的認識を扱うものである。おそらく比

嶮的関係に基づく認識は，対象についての発見的認識そしてその理解のための方

略として働いており，個人の環境認知とも深く関わっている。そして，それが適

切な認識で，他の人の共感を得られるようなものであれば，その結果としての比

楡的表現は多くの人に理解され，共通化し，いずれステレオタイプ（決まり文句）

となって記号化していく本質を持っており，いったん記号化した比瞼的表現は，

それを用いる人々の認識方法に影響を及ぼし，逆にそれを規定するようになると

考えられる。

このような観点からの比楡や比瞼的認識に対する新しい興味は，一般的に近年

盛んになってきているようて、あるが，地理学の論文て､比嶮的認識ないし表現を扱

った例はまだ少なく，最初に取り上げたのは，おそらくＴｕａｎであろうと思われ
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る。Ｔｕａｎは直楡と隠愉を感情を伴う一種の記号として，共感覚とともに人の思
（３）

考や認識に関係することに触れてし､る。Livingstone＆Harritonは，場所に関す

る隠愉表現を取り上げ，それが類似性に基づく場所のイメージであることを指摘

し，さらにいわゆる「死んだ」比楡（彼らはそれを神話と呼ぶ）についても言及
（４）

した。また，Millsは，時代ごとの世界観を表す隠瞼としてTheBookofNature

とHumanityastheMoleとTheEarthMachineの三種の隠喰を取り上げて，時代
（５）

の変化|こ伴う人間の環境に対する認識方法の変化を，解釈しようとしている。な

おこのほかに，メンタルマップが実在するのか，あるいは説明のための比瞼にす
（６）

ぎないのか，とし､う点に関する論争があるが，本稿でいう比喰的認識とは直接は

関係がない。

このように，比楡的認識の方法は環境認知，そしておそらく地理的イメージと

も密接な関係を持ち，その理解に対して有効な示唆を与えると考えられるのであ

るが，地理学において比嶮的認識を扱った研究は極めて少数で，しかもその対象

は直愉と隠瞼に限られているのが現状である。そこで本稿は，場所に関する認識

や表現の方法を，比楡という観点から捉えなおして，場所イメージの記号化との

関係を検討する。

１比愉的認識について

従来，レトリック上の比愉法の種類には，調嶮・活嶮（擬人法）・張楡（誇張

法）など多くの分類が設けられてきたが，本稿では場所イメージととくに関連が
（７）

深いと考えられる，直嶮・隠愉・換楡ｄ提愉について取り上げることＩこする。

直喰（simile）と隠楡（metaphor）は，ある事物によって，それと似ている別

の事物を表す比嶮法で，「毎のような匂い」や「彼は犬のように死んだ」といっ

た表現は直愉の，「男はみんな狼だ」や「頭から湯気を立てて怒る」のような表

現は隠瞼の例にあたる。直嶮と隠愉はともに瞼えるものと瞼えられるもの（隠さ

れている場合もある）との間の類似性を提案するもので，その両者の関係が表現

中に明示されているか否かによって直楡と隠瞼に分けられる。因みにいまの隠楡

の例では，男と狼，頭とやかん（？）が，それぞれ似ているものとして瞼えられ

ていることになる。このとき瞼えるものと瞼えられるものとの関係が，通常では

結びつきそうにない意外なものであるほど，比愉の効果は一般に大きい。つまり，

もともと直楡と隠楡は二つの対象間の「類似性」に基づき，同時にそれは類似性

に関する発見的な認識に由来するものであるということができる。ここでは直喰

と隠嶮（そして隠楡的表現）のもととなる対象の認識方法を，一括して隠楡的認

識と呼ぶことにする。

さらに，こうした隠嶮表現が成功し多くの人に受け入れられて通俗化すると，

ステレオタイプとなって，いわゆる「死んだ」比瞼（死瞼または転訓表現）にな

る。その例は，「椅子の脚」（人や動物の脚からの隠瞼）・「入り口・出口」（同じ

く人の口から）・「成績が上がる」（上方を善とする方向性の隠嶮）・「問題を解
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く」（問題をもつれた紐に喰える）・「時を浪費する」（時を「流れる水」に瞼え，

さらに水と同じく資源に見立てた）など，我々の身の回りに無数に見つけること

ができ，隠楡的認識が我々の日常的な意識や思考のなかに深く入り込んでいるこ

とがわかる。これを逆に言い替えれば，ステレオタイプ化した比楡は，我々の共

通な比楡的認識に基づいて成立しているのである。

換愉（metonymy）は，ある事物を，その事物に隣接する別の事物によって瞼

える比愉法で，例えば「－升瓶を飲み干す」の－升瓶が瓶の中身の酒を指したり，

｢春雨やものがたり行く蓑と笠」という句の中で，蓑と笠がそれぞれ蓑・笠をつ

けた人を意味しているのがこれにあたる。いわば「隣接性」に基づく比愉という

ことができ，ここでいう隣接性とは瞼えるものと瞼えられるものとが，容器と中
（８）

身，作者と作品，全体と部分，原因と結果というように相互に近接した関係にあ

ることをいう。換愉がステレオタイプ化した例としては，「鍋が煮える」（本当は

鍋の中身が煮えている）・「川が氾濫する」（氾濫するのはﾉllの水）・「トノレスト

イを読む」（彼の作品を読む）・「手を洗う」（トイレに行く）・「ユニフォームを

脱ぐ」（引退する）などの'慣用句がある。

提嶮（synecdoche）は，ある事物（種）を，その事物の意味の外延的全体であ

る類概念によって楡える，あるいはその逆に，種としての事物によって類全体を

楡える比瞼法で，「花見に行く」の花（類）が桜の花（種）を意味し，「人はパン

のみにて生くるにあらず」のパン（種）が食べ物一般（類）を指すのがこれにあ

たる。いわば「意味の包含関係」に基づく比嶮と言うことができ，類で種を表す

例としては「飲む・打つ.買う」（酒を．博打を・女を）・「ブッダ」（本来はF悟

った人」の意だが，一般にはゴータマ・シッダルタを意味する）などが，種で類

を表す例としては「小町」（美人の代名詞）・「マジック（インキ)」（商標名が普

通名詞的に用いられる）などが，ステレオタイプ化している。

このように直嶮・隠楡・換嶮・提嶮は我々の日常生活のあちこちに見られ，ま

た，これらの比瞼がステレオタイプ化した結果，比楡であることにすら気付かず

に一般的な'慣用句として使用されている例は多い。これらの比嶮的表現のもとと

なる比瞼的認識についても同様で，我々は日常それとは気付かぬうちに，いろい

ろなものを認識し理解する際にこの「比瞼的なものの見方」に従っている。しか

も，対象の中の類似性に着目するか，隣接性に着目するか，意味の包含関係に着

目するかで，その認識方法も異なってくる。

それぞれの比愉的認識に基づく対象の認識方法の違いは，例えば，初対面の人

にあだ名をつける際の状況を考えてみると理解しやすい。初対面の相手はまった

く初めての情報のかたまりであるから，主体は相手の情報をできるだけ早く得て，

相手を認識の中にとらえる手がかりを何とか掴もうと知恵を働かせることになる。

そして，相手の顔が何となく狐に似ていることに気付けば「狐（に似ている人)」

というかたちで覚えられるだろうし，相手の掛けている眼鏡が印象的であれば

｢メガネ（をかけた人)」となるだろうし，相手の背が高いところに着目すれば
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｢(背高）のっぽ」という認識が出てくるであろう。言うまでもなく，第一の方法

が隠瞼的認識であり，第二が換瞼的認識，最後が提嶮的認識である。これは相手

の外見（視覚によって得られた情報）に基づいた認識であるが，むろん相手の声

や匂いをはじめ，総合的な情報から対象を捉える場合も同様である。そして，こ

うした比喰的認識は，一定の集団内の人々に受け入れられることによって，容易

にステレオタイプ化する。「狐」や「メガネ」があだ名として一般に（例えばク

ラスじゅうで）通じるようになる場合が，それである。

さらに重要なことは，いったんステレオタイプ化した比嶮（｢死んだ」比瞼)が，

我々のものの認識方法を反映していると同時に，無意識のうちにその方法を規定

するようになることである。つまり，初対面のときに，自分の目の前にいる人の

あだ名が「狐」だと聞かされれば，何となくその人の顔が狐のように見えてくる

し，「メガネ」だと聞けば，いやでも眼鏡が目にはいる，といった具合に，すで

にステレオタイプ化された表現によって，認識方法がその方向へと引きずられて

しまいやすい。

これと全く同様のことが，場所に対しても起こる。対象としての場所を認識す

る際にも，比嶮的な認識の方法がごく日常的に用いられ，性々にしてステレオタ

イプ化するのである。

２場所の換楡的認識

対象を合理的に認識する際に最も簡単で多く用いられている方略は，その対象

が他のものと異なっている点，すなわち独自の特徴を見つけ出すことであろう。

つまり対象の備えている無数の属性の中から，その対象を際立たせ，目立たせて

いる最も特徴的な属性を発見することを通じ，その属性によって対象を把握する

方法である。これを場所に関する比噛的認識に当てはめて考えると，その場所が

持つ部分（内容）によってその場所全体（容器）を瞼える換嶮的認識に相当する。

本来，場所は一定の広がりを持っているから，その場所に立地する構成物が場所

を指し示す道具となることは当然とも言える。

例えば「桜島」や「リアス式海岸」といった自然景観や，「みかん畑」や「工

業用地」のような土地利用，「八幡製鉄所」や「兼六園」といった施設，「りん

ご」や「うちわ」といった産物，「西郷隆盛」や「坊っちゃん」といった人物や

歴史的にその地とゆかりのあるもの等々，容れものとしての場所の中に存在する

無数の構成物のうち，最も代表的なものによって場所が理解される方法がこれに

あたる（もし，いま桜島と聞いて鹿児島を，うちわと聞いて丸亀を，坊っちゃん

と聞いて松山を思い浮かべたとしたら，これらの特徴と場所の関係は相当に強い

と考えられる)。このとき，場所を代表する要素は，その場所をその場所たらし

めているもの，であると同時に，その場所を指し示す広義の記号としての役割も
（９）

果たしており，いわゆる場所のシンポノレに相当する。

このような換瞼的認識の具体例として，わが国の都道府県のシンボル・イメー
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ジのステレオタイプを取り上げ，示してふよう。第１表は都道府県別の地誌の表

紙やタイトルページに用いられた写真や絵を一覧したものである。この種の本の

表紙やタイトルページに用いられる写真や絵には，その都道府県のイメージを代

表するシンボルや風景が選ばれることが多いと考えられるが，第１表を見ると，

多くの都道府県においてそのシンボルがある決まったものに集中する傾向のある

ことがわかる。例えば，山梨県は「富士山｣，富山県は「立山と黒四ダム｣，長崎

県は「グラバー邸｣，熊本県は「阿蘇中岳」に集中し，青森県は「岩木山をバッ

クにした津軽平野のリンゴ畑の景観」か「青森市のねぶた｣，宮城県は「松島」

か「仙台の七夕｣，鳥取県は「砂丘」か「大山」が選ばれている。おそらく多く

の人にとって，長崎港を背景にしたグラバー邸の景色が長崎県を，阿蘇山中岳火

口の風景が熊本県を表現している，最も典型的なイメージとして理解されている

のであろう。これらの場所と場所イメージの結びつきは「青森県といえばリン

ゴ｣，「阿蘇といえば熊本県」というようにほとんど－対一で対応しており，そ

の関係は狭義の記号（サイン）の域にまで達しているものと解釈できる。

その一方で，秋田県・千葉県・埼玉県・奈良県・山口県などのように，選ばれ

たシンボルがばらばらのところも存在する。おそらくこれらの県では，その県を

代表するシンボルが多すぎるのか，またはこれといったシンボルが一つも存在し

ないのかのどちらかの理由で，都道府県とそれぞれのシンボルの結びつきが相対

的に弱いと考えられる。したがってこれらの県では，ある決まった－つの場所イ

メージによってその県を理解し，また表現することが難しいのである。

このようにシンボルによって場所を代表させるという換嶮的認識は，場所を理

解する際の最も基本的な方法であるため，その利用範囲は多岐にわたり，場所を

表現しようとするさまざまな場面で用いられている。とくに場所とシンボルとの

関係が換嶮的にステレオタイプ化している場合，その換瞼的認識は死んだ比嶮と

なって，場所イメージの内容を規定し，狭義の記号として新たな価値を帯びるよ

うになるので注意が肝要だ。以下，その典型的な例をいくつか挙げて，記号とな

った換嶮的認識の諸相を吟味してふたし､。

±産品や記念写真の機能の一つは，ある特定の場所を他の人や自分自身に示す，

まさに記号としての役割にあると思われるが，そのためには土産の品や記念写真

は，行った場所を過不足なく明確に表現している必要がある。すなわち，京都の

五色豆，名古屋の外郎，岡山のきび団子のように，士産品ははっきりとその土地

を指し示す物でなくてはならず，おおかたの記念写真は，日光では陽明門を，広
（10）

島では原爆ドームを，パリに行けば凱旋門やエッフェノレ塔を背景にして撮られる

ことになる。つまり，士産品や記念写真の画像によって示される場所イメージは，

スムースに誤解なくその場所を表現し得るもの，すなわち表現しようとする場所

と記号的に結びついているものでなくてはならず,,それを最も端的に行うのがシ

ンボルを用いた換愉的表現なのである。その土地の代表的風景を写した絵はがき

やその土地のシンボルを力､たどったミニチュアが旅の記念品として買われていく
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第１表都道府県のシンボル・イメージ

ＡＢＣＤ

北海道洞爺湖と羊蹄山石狩平野函館風景札幌の大通り公園
大雪山洞爺湖樋||原野大通公園
利尻島鴛泊港札幌付近の酪農場帯広市
根室の海岸涛沸湖と斜里岳宗谷岬

青森リンゴ園と岩木山リンゴ畑八甲田山ねぶた
岩手八幡平北上｣|’陸中海岸国立公園岩手山と北上川
宮城松島五大堂と松島湾塩釜港祭り仙台の七夕祭り
秋田八郎潟の干拓工事酒造工場かま〈らなまはげ
山形蔵王高原より朝日連峰山居倉庫はんこたんな（庄内）晩秋の月山を望む
福島磐梯高原と五色沼一切経山火口五色沼の秋色ミズバショウ咲く尾瀬沼
茨城霞浦の水郷風景霞ヶ浦の帆引き舟日立市（日立製作所）大洗海岸の日の出
栃木霧降高原のニッコウキスゲ栗石返し（東照宮）陽明門日光山内
群馬榛名湖赤城山麓の桑畑谷川岳水上温泉と雪の谷)||岳

千葉犬吠岬九十九里浜成田山新勝寺犬吠岬
埼玉長瀞奥秩父秩父路の巡礼（武甲山）秩父夜祭り
東京東京駅と丸の内ビル街部､のピル街皇居・伏見櫓銀座四丁目付近
神奈Ⅱ｜江の島の海出航風景（横浜港）ヨコハマ・マリンタワー山下公園

（横浜港）

新潟新潟市近郊の湿田浦佐の豪雪雁木佐渡のたらい舟
富山工事中の黒部第四ダム薬師岳のカール高岡の曵山祭り黒四ダム（と立山）
石川国宝成巽閣の表門金沢の裏通り兼六園能登の「波の花」
福井越前岬付近敦賀付近の山村東尋坊池田町水海の田楽能舞
山梨御坂峠から富士山を富士昇仙峡甲斐駒より鳳凰山･富士
長野朝の槍ケ岳木曽路上高地松本城
岐阜白川村の合掌造り高山の民家高山祭り長良Ⅱ|の鵜飼
静岡金谷の茶畑下田港牧野原台地の茶園富士山頂
愛知名古屋城の天守閣蒲郡渥美半島のお花畑名古屋のシンボル100

ｍ道路

三重伊勢神宮大王崎燈台夫婦岩と伊勢神宮二見浦の日の出
滋賀三井寺近江八幡の水郷比叡山の行者と長浜曵山祭彦根城
京都金閣夜桜（平安神宮）金閣寺平安神宮
大阪大阪市役所と中之島新淀川のアシ 通天閣御堂筋

奈良法降寺東大寺盧舎那仏大仏殿遠望西の京の黎明
和歌山紀_i井炸から和歌iiiを｜|｣本の橋杭器瀞咳ガ隅と滝と巫女

兵庫神戸港の突堤神戸の造船所三宮センター商店街姫路城天守閣
鳥取大山鳥取砂丘鳥取の松葉ガニ夕焼けの大山
島根宍道湖松江大橋（宍道湖）宍道湖夕景宍道湖
岡山後楽園高梁川清音の放牧温室マスカット鷲羽山からの展望
広島厳島神社の大鳥居帝釈峡天然橋平和記念公園原爆ドーム
山口岩国市の錦帯橋下関港夜景秋芳洞錦帯橋
徳島徳島市の阿波おどり祖谷風景阿波おどり鳴門の渦潮
香川金刀比羅宮から讃岐富士観音寺直島群島（備讃瀬戸）金刀比羅宮から讃岐平野
愛媛石槌山南予の段畑松山城来島海峡の朝
高知足摺岬室戸岬桂浜高知城と太刀踊り

福岡八幡製鉄所の高炉八幡製鉄の煙突博多どんたく博多祇園迫山笠
佐賀面浮立白石のレンコン堀有田焼面浮流
長崎佐世保港夜景グラパー邸グラバー邸グヲバー邸の春
熊本阿蘇中央火口丘と草千里阿蘇中岳の噴火口熊本城阿蘇草千里
大分湯布盆地から見た湯布岳日田の材木流し別府三俣山とミヤマキリシマ
宮崎日南海岸日南海岸の波食痕サボテン園（日南海岩）高千jli鰄
鹿児島鹿児島市から見た桜島桜島黒神部落桜島ダイコン桜島の噴火口
沖縄羽地内海那覇市守礼門繁栄する国際通り守礼門

調査に使用した資料

Ａ「日本地理風俗大系｣、誠文堂新光舎、１９６０，「日本の文化地理｣、講談社、ｌ９６８－６９
Ｂ「図説日本文化地理大系｣、小学館、1961.Ｅ「日本人の県民lft｣、日本放送出版協会、1979.
Ｃ「新しい日本｣、国際情報社、1963-66Ｆ「日本の山河｣、国書刊行会、1976-82
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Ｅ

羊ケ丘

Ｆ

五稜郭
羅臼湖と羅臼岳

ＧＨ

鴛泊から見た利尻山北海道百年記念塔上富良野の花畑

ねぷた岩木川と岩木山岩木山とリンゴ畑’)んごと岩木山
ちやぐちやぐ馬こ北上)Ⅱと岩手山胆沢の散村東北新幹線と岩手山石)||啄木の歌碑と岩手l｣」
七夕まつり仙台駅と市街松島美しい松島の日の出蔵王のお釜
かまくら（横手）本荘沖の白龍３号戸賀湾と月潟日本一の深度・田沢湖八郎潟の干拓地
冬の蔵王蔵王お釜月山出羽三山のひとつ肌蔵王（樹氷）
裏磐梯と五色沼塩屋崎(いわき七浜）猪苗代湖と磐梯山磐梯山と猪苗代湖
偕楽園那珂)Ⅱ河口と那珂湊神栖・波崎の農業il端大洗海岸の日の出筑波山と菜の花畑
東照宮陽明門大谷石採石場今市扇状地と日光街道躍進する宇都宮市中禅寺湖と男体山
利根川と赤城山尾瀬沼と燧岳沼田付近の河岸段丘妙義山の第四石門嬬恋村のキャベツと

レタス畑

銚子燈台新東京国際空港東京ディズニーランドノ、;i星からゑた千葉県埼玉古墳
長瀞利根大堰大宮駅周辺埼玉県庁九十九里浜
新宿副都心新宿副都心西新宿副都心国会議事堂池袋のサンシャイン6Ｏ
横浜港横浜球場と横浜港油壺京浜工業地帯横浜港

田植え（白根）先閣湾（佐渡）冬の湯沢町新潟平野と弥彦山佐渡おけさ
立山立山黒部ダム富山市より北アルプス黒部ダム
兼六園日本海岸(大聖寺）輪島市の朝市金沢城と大名行列秋の兼六園
越前海岸高浜原子力発電所東尋坊深雪の永平寺東尋坊
武田信玄像(甲府）南アルプスより富士山富士山と大沢崩れ富士山と河口湖
善光寺嬢捨山の段々畑槍ケ岳大正池と穂高岳
美濃の山御嶽山白ﾉ||村の合掌集落濃尾平野の木曽三)|｜高山祭のからくりﾉＷ
富士山由比海岸と富士山大室山日本を代表する富士山富士山
名古屋城テレビ塔とセント名古屋市中心街名古屋城

ラルパーク

真珠いかだ英虞湾の筏と多島海英虞湾真珠のふるさと英虞湾英虞湾にうかぶ島じま
びわ湖琵琶湖のえり網瀬田)||大橋と大津瀬田川と琵琶湖
東寺塔と京都タワー京都御所清水寺祇園祭の山鉾巡行
道頓堀千里インターチェン大阪都心部大阪城九ビルと市街地

ジとニュータウン

若草山焼き法隆寺稗田の環濠集落奈良県庁東大寺の盧舎那仏
はっきぐの収穫潮岬潮岬青岸渡寺三重塔と邪

智滝
うろこの家(神戸）神戸港神戸市街ポートアイランド
砂丘大山山頂米子平野と大山鳥取大砂丘鳥取砂丘
出雲大社邑智の段畑三瓶山宍道湖の夕暮れ宍道湖夕景
岡山城岡山城と後楽園児島湾干拓地吉備路倉敷民芸館
安芸の宮島宮島尾道水道広島平和公園厳島神社の舞楽
秋吉台萩市秋吉カルスト関門橋萩市の町なみ
阿波踊り鳴門スカイライン大鳴門橋阿波踊り大鳴門橋
讃岐うどん高松駅と高松港讃岐平野と讃岐富士讃岐平野のため池
道後温泉佐田岬佐田岬宇和海と蜜柑畑佐田岬
土佐犬と桂浜室戸岬足摺岬高知城高知平野のビニール

ハウス群

博多山笠関門橋中州と福岡市街八幡製鉄所戸畑博多祇園山笠
有田焼唐津城佐賀平野とクリーク佐賀平野のクリーク
グラバー邸グラバー邸九十九島大浦天主堂
熊本城阿蘇中岳火口阿蘇中岳火口阿蘇中岳阿蘇山中岳の火口
耶馬渓湯布院盆地と湯布屈湯布院盆地と湯布岳富貴寺の大堂臼杵深田石仏
鬼のせんたく板日南海岸えびの高原宮崎神宮堀切峠に咲くハマユウ
桜島佐多岬と開聞岳上甑島開聞岳桜島
守礼の門竹富島波照間島海中のサンゴと海
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のも，そこに表現された映像や形がその場所を表す換嶮として普遍性を持ってい
（１１）

ること|こ由来する。

記号化した場所イメージの最も典型的な例である歌枕も，換楡的認識に基づい

ている。歌枕になった地名には，①富士・天橋立のような名勝・佳景，②宇都

山・白河関のような交通の要衝，③衣川・嬢捨山のような歴史的事件ゆかりの場

所，④鶴ケ岡・熱田のような信仰上の霊地，⑤'庫の関・待不得山といった面白い
（１２）

地名，⑥信夫・八橋など先行作品に詠まれた場所，力§あると言われるが，これら

の地名が何故はじめに文学作品の題材として取り上げられ，それが一般化したか

を考えるとき，その場所の風景が衆に抜きんでていたり，交通上・信仰上重要で

あったり，過去の事件や文学がすぐに連想されたり，あるいはその地名に特徴が

あったりと，全てその場所が持ってた特徴に着目して地名とイメージが結び付け

られたものであり，まさしく換嶮的認識に依って作られているのである。

また，特産品や地場産業の製品などのように，生産される場所と結びついた製

品の場合，その産地の地名が一種のブランドとなって価値を生み出していること

があるが，この原理もやはり換楡的認識に基づく。その代表例は陶磁器や漆器や

織物といった伝統工芸品であろう。「萩焼」・「清水焼」・「輪島塗」・「会津

塗」・「久留米かすり」・「丹後縮緬」など，必ず産地の地名が冠されているのは，

特産物としての工芸品がその産地の換愉として働いた結果，産地の地名と製品の
（１３）

特質とが結びつし､て理解されるようになったからである。

やはり土地と結びついた農産物の場合にも，同様のことが起こる。「三ヶ日み

かん」・「宇治茶」・「新潟コシヒカリ」・「台湾バナナ」などは，他産地の品物

より数割がた高し､値で取り引きされるが，もともとは製品の品質の良さが高値の

原因とはいえ，今日では産地名の持つブランド性に負うところが大きいのではな

いか。「松阪牛」・「比内鶏」・「名古屋コーチン」などの畜産品も同様で，産地

間競争が激しくなる一方で食生活の高級化が進む今日，ブランド性を有する産品

を持つことは，産地にとって非常に有利なこととなってきている。これらは単に

その場所が大生産地であるからというだけではなく，産地名が製品の品質を保証

するような機能を持つ。それゆえに産地の地名を詐った主がいものが登場するこ

ともあり，偽のスイス時計や新潟コシヒカリが摘発されたことは記憶に新しい。

このような特産物の産地名のブランド化が進むと，産地名が商品そのものを指

す名称となることがある。これは一種の「死んだ」（ステレオタイプ化した）換

楡であり，「大島」（つむぎ）・「西陣」（織物）・「コニャック」（ブランデー）・

｢バーボン」（ウィスキー）などが，その例として挙げられる。「瀬戸物」・「シ

ャンパン」・「カマンベール（チーズ)」などは，同種の製品を代表する提楡とし

ての働きが強まり，さらに一般化してほとんど普通名詞化してしまった。いまで

は，これらの名称がもともとは地名であったことを知る人すら少なく，名誉なこ

とではあるが，ある特定の場所と製品との結びつきという点では，かえって結合

度が弱まってしまった例である。

八
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しかし，最も普遍的に行われてきた場所の換楡的認識の例は，伝統的な地理教

育（とくに地理のテスト）においてであろう。例えば「苫小牧→製紙工業｣，

｢静岡県→お茶とみかん｣，「デトロイト→自動車工業｣，「ブラジル→コーヒー

豆」というような場所と場所イメージの一対一の対応の記憶が，地理の問題を解

く際に要求されることが多く，実際には苫'｣､牧には食品工業もあれば建設業も小

売業もあり，ブラジルではコーヒー豆以外にも小麦やジャガイモなど多くの種類

の農産物が作られているのだが，それらをあえて捨象し，製糸工業やコーヒー豆

という換楡だけで場所を表現してしまうような教育方針は，皮肉な見方をすれば，

文字どおり換楡的認識によって世界を理解する方法を教えているとしとれる。

３場所の隠楡的認識

人には二者以上の対象に向かうと，その対象を比較し，自分が納得するかたち

で秩序づけようとする心理的な働きがある。ここにいう対象の比較とは，対象の

イメージの比較のことであり，これらのイメージ相互間に認められた相対的な関

係に基づいて，それぞれの対象はある決まった体系のなかへ位置づけられている。

そして，このような概念の体系（あるいは意味のネットワーク）の中て，イメー

ジの類推性や近隣件の高いもの同士は，連合して相互の結び付きが強化されるで

あろう。この対象間の類似性に基づく相互関係の認識はまさに隠楡的認識であり，

またそれを外言として表出したものが，直愉または隠楡（的表現）であると考え

ることがてきる。

場所を対象とする隠嶮には，ある場所をある物に瞼える場合と，ある場所を別

の場所に瞼える場合とが考えられるが，はじめに，場所と物との間の比嶮的認識

を考えてみると，これはいわゆる「たとえ」や「見立て」という，一種の表現の

技法としてよく見られる。例えば，帝政時代から今日に至るまで，ロシア（ソ

連）はどういうわけか熊に楡えられるごとが多いが，これは「ロシア」という地

名に対応するロシアの一般的な場所イメージと，「熊」という記号表現に対応す

る熊の一般的なイメージとの間に，おそらく「巨大」・「鈍重」・「山の中（辺

地）に住む」・「怒らせると恐い」などといった共通部分があるからだと考えら

れる。そして，このような場所と物との，ある意味では意外な類似性が，多くの

人によって共通に認識され，またその比愉的表現がたびたび用いられると，両者

の関係はステレオタイプ化し，ロシアと熊という名前同士の間に連合が起こって，

ロシアと言えば自動的に熊が連想されることにもなる。

この種の隠瞼的な表現の例は，「東洋の真珠」（香港）・「札幌の奥座敷」（定山

渓温泉）・「東京砂漠」など無数に捜すことができるが，このような表現が定着

しているのには，おそらく，香港は小さいが真珠のように光彩を放ち，定山渓温

泉が札幌の背後に静かな保養地として存在し，東京（の景観，あるいはそこにお

ける人間関係）があたかも砂漠のように不毛で乾燥しきっている，という認識が

一般にも成り立っているからて、あろう。

八
八

－５９－



しかし，より地理的な意味で場所の認識またはイメージと関わっていると考え

られるのが，場所同士が類似性によって結び付けられる場合，つまりある場所を

別の場所によって示す隠嶮的表現である。このとき隠愉的認識は，二つの地名に

対応する場所イメージ同士の相対的な比較によって形成され，その間にある種の

類似的な関係が発見され述べられることになり，さらに地名との連合を通じて場

所イメージの記号化を促進する。したがって，場所同士に関する比楡的な認識は，

楡えられた場所のイメージと，瞼えた場所のイメージとの比較（とくに類似性）

の問題に帰着し，両者の場所イメージのどの部分が共通点として認識されたかに

関わってくる。さらに，場所を場所に愉えた比愉は，瞼える側も瞼えられる側も

場所という同じカテゴリーに属するものになるので，両者を比較・定位し，その

隠楡的認識の通用範囲を設定するという意味も含めて，「××（地名）の○○

(地名)」というかたちの表現になることが多い。「東洋のマンチェスター」や

｢日本のチベット」や「土佐の軽井沢」といった表現がその例で，そこにはＡと

いう場所の中に存在するＢという場所のイメージが，ちょうどＣという場所にお

けるＤという場所のイメージと似ている，という場所同士の構造的な類似性の認
（１４）

識を見ることカミできる。

例えば，開聞岳はその山の形が成層で，富士山によく似ていることから，一名

｢薩摩富士」と呼ばれているが，この隠喰的表現のもととなったのは，［薩摩：

開聞岳＝日本：富士山］（薩摩における開聞岳の立場は，ちょうど日本における

富士山のそれに似ている）という認識であったと考えられる。

この種の「××（場所）の○○（場所)」の隠愉は，職える場所と瞼えられる

場所の双方の複合的な換楡的認識に基づく比較であると捉えることもできる。大

阪を「東洋のマンチェスター」と呼ぶ例をとれば，「大阪」の換瞼として「繊維

工業」があり，一方「マンチェスター」の換楡としてもやはり「繊維工業」があ

って，両者の換嶮である繊維工業という部分（場所イメージ）によって大阪とマ

ンチェスターは似ているという隠愉的な認識が生じたのだと見ることもできるの

である。

このような隠楡的なものの見方は，ある意味で場所と場所との間の関係の認識

であり，それは意識されている外の世界に一定の秩序，すなわち構造（ただし，

その構造とは主観によって見いだされた構造であるが）を発見することにほかな

らない。場所と場所の間にある構造を発見し，場所を構造的に認識していくこと

は，我々が外界（環境）を理解するうえでの有益な方法の一つとなっていると思

われ，それは場所のもつ無数の属性のうちのどの部分に着目して場所同士が似て

いる，または似ていないと感じるか，というレベルにまで還元することができる。

二つ以上の対象の類似性を比較する際の一般的な関係の認識には，①対象同士

の形態の類似性に着目する相似の関係，②対象同士の機能の類似性に着目する相

同の関係，③一定レベルの類似性を認めながらその下位のレベルにおける形態の

差異に着目する相反の関係，④同じく下位レベルにおける機能の差異に着目する
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対立の関係などが考えられる。全国に分布する「小京都」や「○○富士」などの

表現は，その場所のイメージ間の相似の関係に基づき，広域中心地を中心とする

地方ブロックの認識などは相同の関係に，東日本対西日本，また都市対農村とい

う認識は，それぞれ相反と対立の関係に基づいている。このようにそれぞれの場

所（場所イメージ）は，類似性や相反性などに基づく隠楡的認識によって相対的

に関係づけられ，主体の知識の体系に中にそれぞれ位置づけられているのである。

隠瞼的認識による，この種の場所の体系的な位置づけの記号化の例として，最

近盛んになってきている姉妹都市の縁組みを取り上げることができる。姉妹都市

とは，主に親善と文化交流を目的とした，異なる二国（または地域）の都市間で

の相互提携であるが，このいわゆる「縁組alA」には，隠楡的な認識に基づいて行

われていると思われる部分がかなりある。第２表は，わが国のいくつかの都市に

ついて，その都市が姉妹都市として提携している海外の都市を示したものである。

この表からそれぞれの姉妹都市の間にある関係らしきものをいくつも読みとるこ

とができるが，その二つの都市間の関係の多くは類似性を中心とした隠嶮的認識

に基づいている。

例えば，札幌とミュンヘンを結び付けるものとして，我々はすぐにビールを連

想できるし，夕張と撫順では石炭，新潟とガルベストンは石油，豊田とデトロイ

トでは自動車，といった具合に姉妹都市の間にある類似性は，おそらく一般的な

地理的知識によって容易に推測することができるものである。また，東京の姉妹

都市がニューヨーク・北京・パリ・ニューサウスウエルズ州（中心都市はシドニ

ー）であるのに対し，大阪の姉妹都市がシカゴ・上海・ミラノ・メルボルン・レ

ニングラード・サンパウロであり，これが名古屋ではロサンゼルス・南京・シド

ニー・メキシコとなり，京都ではボストン・西安・パリ・キエフ，などと並べて

みると，そこにはいくつかの国の間にまたがる構造的な隠喰の関係を見いだすこ

とができないだろうか。つまり，大阪は「日本のシカゴ」であり，「日本の上

海」であり，逆にシカゴは「アメリカの大阪」で，上海は「中国の大阪」である

という隠楡的認識が，これら姉妹都市間の関係には隠されている。

姉妹都市の縁組みが広く市民全体の総意に基づくものであるとする観点からす

るば，このように誰にでも納得可能な隠愉的認識に基づく組み合わせが多いこと

は，当然であるともいえよう。もちろん，姉妹都市の縁組みがすべて隠嶮的認識

にしたがって行われているわけでははないので，例外も多くあるが，例えば東京

がシカゴではなくニューヨークと姉妹都市提携し，大阪が北京ではなく上海と都

市提携することに対して，ちょうど人間同士の縁組みのように，いわゆる「釣り

合いがとれる」とか「双方にふさわしい相手」などという意識が働いているとす

れば，そこにはすでにかなり記号化した隠嶮的認識が存在していたことになる。

そもそも「姉妹都市の縁組み」という表現自体が，都市を人間に見立てた隠楡で

あった。

ところで，「東洋の真珠」や「北陸の小京都」のように，対象の範囲を示す地
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第２表日本の主要都市とその姉妹都市

都市名提携都市名都市名提携都市名 都市名提携都市名

札Ｉ幌 金沢ポートランド

ミュンヘン

ＷｌｌＩ陽

ハリファックス

ナホトカ

ダニーデン

撫順

ビクトリア

リパサイド

レンヌ

ミンスク

アカフ・ルコ

蘭州

パヅサウ

撫順

アナハイム

パーミングハム

ケンプリッジ

サマーランド

アスンシオン

ノース・バンクーバー

ヒューストン

ケソンシティー

天津

ニューヨーク

｣上京

パリ

ニューサウスウェールズ

ソウル

サンディエゴ

リヨン

ポンベィ

パンクーパー

オデッサ

ーデニフ

11海

コンスタンツア

バッファロー

イルクーツク

ポルトアレグレ

ゲント

ナンシー

蘇州

デモイン

ロダイ

ポー

成都

フィレンツェ

杭州

カンピーナス
ー◆＋

フーンハー

フトマハ

サンレモ

ロサーンゼルス

メキシコシティー

南京

シドニー

デトロイト

フ・リンスルパート

ランシング

インターラーケン

ヴュルッブルグ

牡丹江

パリ

ポストン

ケルン

フィレンツェ

キニフ

西安

グァダラハラ

ザグレプ

ナホトカ

大連

サンフランシスコ

サンパウロ

シカゴ

上海

メルボルン

ﾚﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ

ミラノ

香港

バークレー

連雲港

シアトル

マルセーユ

リフトデジャネイロ

天津

リガ

ブリズベーン

姫路 シャルルロア

フェニヅクス

アデレード

クリチーパ

太原

慶州

トレド（西）

西安

サンノゼ

サンホセ（コスタ

プロブテイブ

洛陽

ホノルル

ポルゴグラード

ハノーパー

重慶

サントス

イスタンブール

釜山

青島

サウサリート

サクラメント

フレスノ

蕪湖

タコマ

ノーフォークＧＩ<）

大連

オークランド（米）

広州

ボルドー

大同

セントポール

サントス

ポルト

ミデルプルフ

福州

アルパカーキ

慶門

桂林

サンアントニオ

ァベイロ

武漢

木浦

張一モント

烟台

ナポリ

パース

長iﾘ〉

ホノルル

サンピセンテ

福州

函館

小樽

奈良夕
盛
仙

張
岡
台

甲府

岡山

(コスタリカ）

岐阜

秋田 広鳥

山
岡
海
屋古

高
静
熱
名

いわき

水戸

ｕｈｉＺ

つくば

下関

千鰭

豊田

尾鷲

大津

坂出

松山

高知

東京 北九州

京都

福岡

横浜

大牟田

長崎

舞鶴

大阪 佐肚保

熊本

大分

別府

川崎リエーカ

ポルチモア

ｉ聯陽

横須賀コーパス・クリスティ

ブレスト

フリーマントル

ジリンガム 堺

鎌倉ニース

新潟ガルベストン 神戸

ハバロフスク

Ｉ冷爾浜
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名を冠した隠嶮的表現は，これらの全てが少なくとも場所て霞あるというイメージ

の共通部分を持っているので，一定の類似性に基づく上位概念によってグループ

化され，その結果，また別のかたちで記号化されやすい。このようにして記号化

されたグループか名数であると考えられる。

名数とは，「三筆」・「四天王」・「七不思議」・「十二使徒」・「三十六歌仙」

のように，洋の東西を問わず古くから見られる，複数の要素による概念の定式
（１５）

化・記号ｲﾋのことである。ここでは，とくに一定の限定された意味空間の中にあ

る要素の内から，一定数の要素を取り出して名数とする場合について考える。

地理的単位に関する名数的なとらえ方は，人名と並んで名数の中でも最も頻繁

にみられる部類に属し，「日本三公園」・「三大都市」・「四大工業地帯」・「五大

湖」・「東海道五十三次」・「四国八十八カ所」のように定式化した例は多い。し

かもこれらはいったん定式化して狭義の記号の働きをするようになると，名数内

に入った場所と入らなかった場所との間に大きな場所のイメージの差異を生じさ

せることになる。

例えば，江戸時代の「三都」は，まず日本という地域の枠が設定されており，

その中で主要な都市三つが選ばれたものだが，その選ばれた理由に明確な定義が

あったわけではない。江戸・京・大坂と金沢・名古屋・新潟などとの間には確か

に人口などにおいて差があったものの，当時の地理を詳しく知らない者にとって

この三都市を他の都市と区別しなければならない理由はなく，二都や四都ではな

くて三都でなければならない必然性も必ずしもない。しかし，ひとたび「三都」

という名数としての理解が成立してしまうと，誰にとっても江戸・京・大坂は他

の都市から抜きん出た都市グループとして認識され，その結果，その他の都市と

の間にある明確なイメージの差を生じさせたことは確かである。

さらに，名数に選ばれた屯の同士の間に，新たな序列を生み出すことがあるの

も名数化の働きの一つで，「三都」の場合は，将軍の居城がある政治都市江戸，

王城の地である文化の中心地京都，天下の台所である経済都市大坂，といったそ

れぞれの町の対立する特徴が強調され，都市の機能に対する認識がステレオタイ

プ化しやすくなった。この場合，ある種の相似・相同の関係によって同類とゑな

された「三都」が，その次の認識のレベルにおいて，名数を構成するそれぞれの

都市が相反ないしは対立するものとしてとらえられている。

ステレオタイプ化した名数の枠が先にあって，あとからその要素が充填される

場合もある。その代表例は，「八景」や「三景」といった名所選の選出であろう。

｢八景」は，中国北宋時代に画題として成立した「祷湘八景」に由来するもので，

｢平沙落雁」は雁の列，「江天暮雪」は雪景色，「繍湘夜雨」は雨の中というよう

に，画題によって描かれる絵の構図（イメージ）が決まっており，一種の歌枕と

しての働きを備えている。わが国の「八景」はその模倣で，広重の錦絵などによ

ってよく知られており，八景を選ぶ場所は中国から日本に移されても，八つの画

題の構図は変わらず，それぞれのイメージに合った風景（場所）が選ばれ定式化

－６３－
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することになる（｢近江八景」・「金沢八景」など)。ただし後世になると，単に

八つの風景を選んで並べることに主眼を置くものも出てくる（｢琉球八景」・「南

都八景」など）が，いずれにせよ，「八つ」の中に選ばれることによって，選ば

れなかったそれ以外の場所との間に，場所のイメージの差を作り出し，また選ば

れた場所同士の間にもやはり場所のイメージの分化があり固定化しやすくなる，

という名数の働きについては変わりがない。

近江八景を例にとると，堅田は浮御堂に「落雁｣，唐崎は一つ松に「雨｣，瀬田

は唐橋の「夕景｣，石山は寺に「月｣，比良は山に「雪」というようにそれぞれの

場所によって絵の構図が定式化しており，「近江八景」に選ばれた八つの地点が

特別のものとして意識されたうえに，瀬田には夕暮れ時の唐橋をイメージし，堅

田には浮御堂に雁という風景が期待されるようになった。

４場所の提愉的認識

残るもう一つの比嶮的認識の方法が提愉的認識である。一般に，場所はそれぞ

れ固有のものであり，外延的意味としては自分自身しか持たない最小の種である

ので，個々の場所を類とする提愉は考えられない。したがって場所に関する提喰

的認識としては，種としての場所と類としての場所のグループとの間の関係の糸

が存在することになる。

まず，種としての場所の代わりに類をもって表現したものとして，例えば，中

国において「河」は黄河を意味し，わが国で「都」が京都（この地名自体が提嶮

となっている）を示したことなどが挙げられる。釜石や室蘭や八幡を「製鉄によ

って成り立っている町＝鉄の町」として捉えたり，鎌倉や金沢を「古都」として

表現する場合なども，これに準じて考えられよう。これら提喰的認識の基盤とな

っているものは，その場所の概念に関わる（類を類たらしめている）特徴の認識

であるが，これらの特徴を場所の属性の一部（即ち場所のシンボル）と象なすこ

とも可能である。すると，この種の提瞼的認識は，場所のシンボル（その場所の

中に付随するモノである場合も，その場所の概念を構成する特性である場合も含

む）によって場所を指し示し認識するという点において換噛的認識の場合と区別

がなくなり，換瞼的認識の一部として解釈することができる。

一方これと逆に，種によって類を示す提瞼的認識の例としては，繁華街を一般

に「銀座」と呼び，ある種の形の山を一括して「富士」と呼ぶことなどが挙げら

れよう。この場合も，瞼えられる場所の個々について，輪えた場所の特徴との共

通性に基づいていると考えれば，その点において隠瞼的認識の一部として見るこ

ともできる。

結局,場所に関する提噛的認識に関する限り，提瞼と換楡．隠嶮との境界は必

ずしも明確ではなく，換嶮的認識と隠楡的認識の解釈を少し広げれば，提瞼的認

識を包含させることができるので，場所に関するすべての比瞼的認識は，その性

質から換喰的認識と隠職的認識のいずれかに分類することができるのではないか
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と考える。

５比愉的認識と場所イメージの記号化

空間を認識する際に比楡的方法が用いられる最も大きな理由は，数少ない情報

によって全体を把握できる点にある。絶対的に情報が不足しているとき，あるい

は多くの情報を分析する手間が面倒なときにも，限られた少ないデータによって

対象を把握し理解し記憶する方略として，比愉的認識が用いられるのである。そ

の方法には，対象のもつ無数の属性のうちのいくつかの特徴によって理解する場

合と，未知の対象を既知の対象との比較において理解する場合の，主として二つ

があって，前者が換瞼的な認識方法，後者が隠愉的な認識方法ということになる。

むろんその弊害として，対象のイメージは極端に簡略化され，ときに歪んだイメ

ージとなる場合もあるが，その危険を割り引いても，少ない労力の割に得られる

効果が大きいので，比噛的な認識を日常のあちこちで見ることができるのだと考

えられる。

実際，日常生活の上では，青森県は「本州の北端にあって，リンゴがとれる」

ところと理解している程度でふつう十分であるし，名古屋の大須を知らない人に，

大須の気候や景観や歴史や風俗などをいちいち教えてやるより，一言「浅草のよ

うなところ，名古屋の浅草」と言ったほうがよほど理解が早い。おそらく，古代

や封建社会のもとでの大部分の人のように－つの村の中て一生を過ごし，外の世

界について何も知らず，また知る必要もなかった人々にとって，全ての場所とは

自分の生活に密着した土地のことであり，そのイメージについても熟知している

がゆえに，場所を認識するにあたって比愉的な方法を用いる必要性も少なかった

と思われるが，現代人のように日本国内はおろか世界中に分布する何千何万とい

う膨大な数の場所に囲まれて生活せざるを得なくなると，それらのすべてに対し

てそれぞれ詳細で正確なイメージを持つことはまず不可能であるし，かりにそれ

が可能であるとしてもそのために払われる労力を考えると非常に効率が悪い。し

たがって自分の故郷やとくに関心の深い場所など少数の場所を除くと，これらの

場所のほとんどは比瞼的に簡略化された形でイメージされているはずで，この簡

略化された場所イメージは単純であるがゆえに定型化しやすく，いわゆる地理的

常識として，その社会の中の人々に広く浸透しやすいのである。すでに示したよ

うに，熊本県に関する本の表紙に阿蘇山の写真が載り，岡山の土産にきび団子を

買い，東京とニューヨークが姉妹都市であると聞いても，少しも奇異ではなく，

多くの人がそのことをむしろ当然のように感じているとすれば，それは人々の中

に暗黙のうちに場所に対する共通の理解があるからに相違ない。その共通の理解

とは，比瞼的な認識方法に基盤をもつ，場所に対するステレオタイプ化された場
（16）

所イメー2ﾉの理解て､ある。

このようにある場所に対する比嶮的な認識が社会全般にわたって広くステレオ

タイプ化すると，比愉的な認識に基づく比lJiiii的な表現がある決まった場所を意味
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することができ，一種の記号（サイン）としての働きをしつようになる。記号と

なった場所と場所イメージの関係は，ちょうど言語と同じように，広く社会の中

でのコミュニケーションの道具として用いられる。

その一方で，比楡的な認識方法は数多くの事項を合理的に記憶するのに有効な

方法ではあるが，反面，場所が単純化された場所イメージの形で理解されやすく

なることは，場所に対する画一的で硬直したイメージを植え付ける原因ともなる｡

とくに，レトリックはもともと弁論術として発達したように，論弁の性質も合わ

せ持っているため，比楡的な表現は科学的説明以上に説得力を持つ場合があり，

その使用は魅惑的で，つい使いたくなるものであるが，単純化された絞切り型の

場所イメージほど記号化されやすいから，場所に対する一画的な見方，つまり固

定観念を生む危険性を常にはらんでいる。

例えば，一般にインドは熱帯の暑い国だと信じられているが，ジャンム・カシ

ミール地方は北海道に匹敵するくらい寒いし，我々がオーストリアの民族衣装と

してイメージするものは，じつはチロル地方だけの衣装であったりする。この種

の例で最も体系化され，広く信じられているものは，いわゆる国民性や県民性と

して取り上げられる，場所（風士）とそこに住む人の性格との関連付けであろう。

場所と人の性格との間に何らかの相関が実質的にあるかないかは別として，ドイ

ツ人は科学的で勤勉だが鈍感，イタリア人は芸術的で衝動的で感動的，ユダヤ人

は抜け目なくて欲張り，などといった集団へのステレオタイプはわりと広く受け
（１７）

入れられている。事実，我々は初対面の相手がドイツ人て鶴あると聞いたときと，

イタリア人であると聞いたときでは，予想する相手の人物像がかなり違うだろう

し，鹿児島人と聞けば西郷隆盛のような重厚な肥大漢を，高知人と聞けば坂本竜

馬のようないごっそうをまず思い浮かべるだろう｡

このような先入観には，その民族集団とある種の性格集団との類似性を強調す

る隠嶮的な認識，ないしはその集団出身の有名人物をもって，集団全体を理解し

ようとする換嶮的な認識が多分に働いている。たしかにこれら集団へのステレオ

タイプは一概に否定できないほど説得力があるのも事実であるが，勤勉なイタリ

ア人も遊び好きのドイツ人もいれば，鹿児島や高知の人にも気の弱い人がいるこ

ともまた疑いがなくて，これらの事実認識がしっかり理解できていないと，いわ

ゆる「偏見」の原因となってしまい危険である。言うまでもなく，ユダヤ人に対

する迫害や白人の有色人に対する軽蔑なども，場所とそこに住む人に対するイメ

ージのステレオタイプ化が原因の一つであり，これらの偏見は記号化した場所イ

メージと密接に結びついている。

これと関連して，俗に「地理は暗記もの」などと言われているように，今日の

わが国の地理教育にはこうした換嶮的認識によって場所を理解することを奨励し

ているようにも見える部分もあるので，こうした絞切り型（ステレオタイプ）の

場所イメージが，学校教育を通じて既に小中学生の段階から一般化し共通化して

いるのではないかという危'倶もある。ある国をイメージした際に，その国の代表
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的な農産物と産業都市の名前以外は，その国の風景も人々の生活の様子もまった

く思い浮かばないといった状況も，妃憂とばかりは言えない。本来個人的である

はずの場所と場所イメージの結びつきが，テストを通じて均一な社会の中で共通

化され記号化され，いわゆる地理のテスト用の共通言語としての場所イメージも，

また確かに存在する可能性がある。
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